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①
桜美林大

学

●町田市
相模原市
渋谷区
渋谷区

7192 ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × × × × × × × × ×

② 北里大学

港区
相模原市
十和田市
大船渡市

7348 × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × × ○ ○ × × ○

③
共立女子
大学

千代田区
八王子市 4018 × × ○ ○ × ○ × ○ × ○ × × × × × × × × × × ×

④ 駒沢大学
◎世田谷区
世田谷区
世田谷区

昼間:
13260
夜間:
2090

× × × ○ ○ × × × × × × ○ × × × × × × × × ×
普通救命講
習会を毎年
７月に開催

⑤
実践女子
大学

●日野市 3547 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × × × × × × × ×

⑥ 成蹊大学 ●武蔵野市 7661 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × × × × × ×
・消火器の
使い方
・保険

⑦
聖路加看
護大学

中央区 346 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × × × × ×

⑧ 大正大学
豊島区
北葛飾郡

4500 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × ×

・消火器・非
常ベル・消
火栓の使い
方

⑨
東京医科
歯科大学

文京区
市川市

1340 × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × ×

⑩
東京外国
語大学

府中市
文京区

3847 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
・消火器・屋
内消火栓の
使い方

⑪
東京海洋
大学

港区
●江東区

2118 × × ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ × ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○

・消火器・屋
内消火栓の
使い方
・サバイバル
のための知
恵と工夫

⑫
東京家政
大学

●板橋区
狭山市

4491 × × ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × × × × × × × × × ×

⑬ 法政大学
千代田区
町田市
小金井市

一部:
26589
二部:
814

○ × ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × × × × × × × × × ×

大学データ
警戒宣言

提供している防災情報の内容

発生後 事前 教職員

大学名

所在地の凡例）●：避難場所、◎：避難所に指定されているキャンパス

その他

東京都にキャンパスのある大学の                 正会員 ○ 原田 真由美*1 
          ホームページによる防災情報に関する研究   正会員   伊村 則子*2 

－市民の防災力向上に向けて その 17－      

 
防災 大学生 啓発 

ホームページ 東京都 地震 

 
§１ はじめに 

前報では小学校高学年向けの防災教育についてとりあ

げたが、在学時に大学生が被災した際に身の安全を守れ

るように、大学側は事前にどのような防災情報を学生に

提供しているのだろうか。現在、武蔵野大学は冊子媒体

（学生手帳１）と学生ハンドブック２））による防災情報を

提供しており、昨年度は武蔵野大学学生の現状調査と他

大学も含めた冊子媒体による防災情報を分析した３）。本報

ではホームページ（以下 HP と記載する）を媒体にした防

災情報の現状を調査し、それらをふまえて本学の HP 版防

災啓発マニュアルを新たに作成し提案する。 
§２ 大学 HP における防災情報の調査 

2.1 調査対象の選定  東京都にキャンパスのある大学

を『旺文社パスナビ』４）により調査したところ、131 校が

該当し（調査 2007 年 5 月）、所在地等の大学データ、武

蔵野大学にある学部と類似の学部、HP に防災情報を掲載

しているかを調査した。その結果、HP に防災情報があっ

た大学は桜美林大、北里大、共立女子大、駒澤大、実践

女子大、成蹊大、聖路加看護大、大正大、東京医科歯科

大、東京外国語大、東京海洋大、東京家政大、法政大の

13 校であり、全体の 10％にとどまることがわかった。 

2.2 提供される防災情報  13 校の HP 上で提供される

防災情報の構成と概要を表１にまとめた。表１の構成軸

は昨年度３）の｢警戒宣言」｢発生後」「事前」｢教職員」｢そ

の他｣に分類された構成軸をﾍﾞｰｽに、｢教職員」の項目を

表１のように詳細に項目立てし、また「授業の取り扱い｣ 
表１ 大学が提供している防災情報 
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大項目

初期行動
地震発生後の行動（学内）

学内避難図
大学から避難場所まで

の地図

防災関係機関連絡先一
覧（公共機関）

防災関係機関連絡先一
覧（救急指定病院）

帰宅するか、学校に残るか
自宅
屋内
乗り物
街中

地震時の避難の心得
火災発生時の行動

災害伝言ダイヤル
災害伝言板サービス

安否連絡方法
警戒宣言発令時の行動
授業の取り扱いについて

警戒宣言発令時の社会状況
防災対策

非常持ち出し品
備蓄

学内、自宅
消防設備の使い方
緊急連絡手順
気道確保等
骨折固定等
止血等

怪我人の運び方
火傷等

熱中症等
サバイバルのための知恵と工夫

地震の基礎知識
地震発生時の行動（勤務時間内）
地震発生時の行動（勤務時間外）

学生等の避難誘導

事前

項目内容

教職員

避難場所

地震発生後の行動（学外）

災害伝言ダイヤルの使用

地震に対する日常の備え

火災予防

地震時の救護の心得

発生後

警戒宣言

「火災予防」｢大学全体の防災ﾏﾆｭｱﾙ」を新たに追加した。 
a)警戒宣言  「警戒宣言発令時」を掲載しているのは

桜美林大、成蹊大、大正大、法政大の 4 校である。どの

大学も掲載内容は「在宅中」「通学中」「在学中」に警戒

宣言が発令された時の注意がまとめられている。 
b)発生後  「初期行動」「大地震発生時の行動（学内）」

「避難場所」「火災発生時」が、10 校以上の大学で掲載さ

れており、「心得」「災害用伝言ダイヤル」「授業の取り扱

い」を掲載している大学は過半数を超えない。 
「初期行動」については、13 校中 10 校の大学が掲載し

ている。中でも「落下物から身を守る」「出口の確保」

「火の元を消す」は過半数以上の大学があげている。 
次に「大地震発生時の行動（学内）」については、13 校

中 11 校の大学が掲載している。基本的には初期行動後に

避難場所に向かうまでの行動である。初期行動にもあっ

た「落下物から身を守る」は 10 校の大学で扱っている。 
「避難場所」については、13 校中 11 校の大学が掲載し

ている。東京都から避難場所に指定されている大学は、

桜美林大、実践女子大、成蹊大、東京海洋大、東京家政

大の 5 校であるが、成蹊大と東京海洋大は市や区から避

難場所の指定を受けていることを明記している。 
火災発生時については、13 校中 10 校が掲載している。

しかし「早く知らせる」等いくつか同様の項目があるが、

過半数を超える内容はない。 
c)事前  「日常の備え」「火災予防」「救護の心得」は

過半数を超えていないが、掲載している大学があった。

しかし「備蓄」は東京海洋大のみ掲載しており、冊子媒

体にあった「基礎知識」を掲載している大学はなかった。 
d)教職員  北里大、東京外国語大、東京海洋大の 3 校

が掲載し、これらは大学全体の防災ﾏﾆｭｱﾙも作成している。

各項目のほとんどは学生の行動と変わらないが、避難中

や避難後に学生誘導や消防隊の任務が追記されている。 
§３ 武蔵野大学学生向け防災 HP の提案  
本学は先に述べたように、防災情報が冊子媒体のみで、

HP に防災情報は掲載されていない。昨年度の研究３）で明

らかになった本学の課題は、掲載内容がごく一般的な火

災発生時の行動や地震発生時の行動にとどまり、本学の

状況に即した内容にはなっていない。 
提案する HP では、調査した 13 校に加え、既往の研究

で調査した大学の冊子媒体の防災情報も参考に、本学の

課題を改善できるように構成した。作成した HP の構成を

表２に示す。例えば、「避難場所」には冊子媒体の学内の

避難経路に加え、大学周辺の広域避難場所と公共機関・

緊急指定病院の連絡先一覧を掲載した。また本学の学生

は電車通学が多いことから、大正大の防災情報を参考に

帰宅困難になった際に判断の役に立つ「帰宅するか、学

校に残るか」や大学に残った際に避難生活に役に立つ

「サバイバルのための知恵と工夫」、実践女子大・玉川大 

表２ HP の構成      等の防災情報を 

参考に「地震発

生時の学外の行

動」を自宅・乗

り物等４つに分

けて掲載した。

さらに事前対策

として、「日常

の備え」と「火

災予防」は内容

を細かく分類し、

詳しく説明する

ことで、学生の

事前対策の関心

を高めるように

した。図１は作

成した HP の例

で、「地震発生

後 の 学 内 の 行

動」である。過

半数の大学が掲

載している「落

下物から身を守

る」「教職員や

非常放送の指示

に従う」の項目

は掲載すること

にし、学生の印

象に残るように

イラストを多用

し、説明を具体

的にした。 
§４ まとめ 

東京都にキャ

ンパスのある大

学のうち 10％し

か HP に防災情

報を掲載してい 
図１ 地震発生後の行動（学内）  ない現状が明ら

かとなり、分析結果をもとに、先進事例を参考に、武蔵

野大学の課題を改善できるように、新たに学生向けの防

災啓発の HP を作成した。 
【引用文献】 
1)武蔵野大学［学生課］：2007学生手帳，武蔵野大学［学生課］，pp.13～14，2007年． 
2)武蔵野大学学生支援部教務課：2007年(平成19年度）学生ﾊﾝﾄ゙ ﾌ゙ ｯｸ，p.10，2007年． 
3)西川知恵，伊村則子，佐藤融紀：東京近郊に通う大学生の地震防災に対する認識と行

動－市民の防災力向上に向けて その７－；東京近郊に通う大学生向けの防災啓発マ

ニュアルの提案－市民の防災力向上に向けて その８－，日本建築学会大会学術講演

梗概集（九州）（都市計画），pp.377～378；pp.379～380，2007年8月． 
4)旺文社：パスナビ，http://passnavi.evidus.com/，2007年5月14日．  他 

―254―




